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少年の健全育成のために 
 

阪神北少年サポートセンター  

所 長  位 田  道 俊  

         白いガーベラ 

今年春の定期異動により、尼崎少年サポートセンターから阪神北少年サポートセンター

に転任いたしました位田（いんでん）と申します。 

地域や関係機関・団体の皆様におかれましては、平素より少年の非行防止と健全育成に

多大なる御理解と御協力を賜っておりますことに心から感謝申し上げます。 

阪神北少年サポートセンターは、兵庫県警察本部生活安全部少年課に属し、私と少年補

導職員２名の計３名体制で、少年の街頭補導や相談業務、各学校での非行防止教室等の広

報啓発活動等を行っております。 

ここ数年は、少年の間でもスマートフォンが普及し、インターネット、ＳＮＳ等に起因

する犯罪被害や非行が増加傾向にあります。 

特に「闇バイト」と言われる特殊詐欺、強盗等犯罪行為への加担、「大麻」等の違法薬

物の売買、「オーバードーズ」と呼ばれる医薬品の過剰摂取、「パパ活」と称する援助交

際、児童ポルノ等の性的被害、いじめがＳＮＳを介してなされ予断を許さない状況にあり

ます。 

少年を取り巻く環境は、私たちが子供の頃とは大きく変わり、今現在も刻々と変化し続

けています。 

子供たちが被害者、加害者にならないように、保護者が責任を持って、フィルタリング

やペアレンタルコントロール機能を活用して子供のスマートフォンを管理し、各家庭で親

子で話し合い、ＳＮＳ等の正しい使い方のルール作りをしてもらえたらと思います。 

私は当センター所長として、少年の非行防止活動や犯罪被害から少年を守る活動に懸命

に取り組み、健全育成に繋げていきたいと考えております。 

少年の非行や被害を生まない社会をつくるため、少年補導委員の方々をはじめとする関

係機関・団体、地域住民の方におかれましては、引き続き御協力を賜りますようよろしく

お願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ ９月の予定 ＞ 

 

幼児 
小学生 

中学生 高校生 
その他 

大人 

あいさつ １２８１ １４３ １０３ １５１５ 
声かけ/会話等  １５０  ６０  ５３  １３８ 
(内) 
問題 

行動 

遊びに関して   １０   ７   ０    ０ 
交通に関して    ３   １   ０    ３ 
その他    １   ６   ５    ０ 

電話相談 ２ 件 

来所相談 ５ 件 

ﾒｰﾙ相談 ０ 件 

有害図書 １８１ 冊 

有害 AV 等 １７９  枚 

ひょうご防犯ネット情報 （ 8/1 ～ ８/31 掲載分 ） 
日 時刻 場 所 事 案 概  要      － 行為者確保・警告等があったものには☆印 － 
７ 15:45 昆陽 6 不審者 男が、徒歩で通行中の女子小学生と目が合うと､ベンチから立ち上がり、ズボンをずらした。 

21 22:20 中野北 3 不審者 不審者（性別不明）が、右手に刃物のような物を所持し、頭上に掲げていた。 

30 21:53 荻野 3 露出 徒歩で通行中の女子学生が、下半身を露出した男を目撃した。 

8(月) 
 

10(水) 
22(月) 

伊丹市少年補導委員連合会     
役員会・定例理事会 

広報啓発活動（緑丘・昆陽里・鈴原） 
有害図書回収 

24(水) 
 
(随時) 

兵庫県青少年補導センター連絡協議会 理事会 
街頭補導活動            （各小学校区） 
中学校区内補導活動      （各中学校区） 
電話・来所・メール相談 （愛護センター） 

「センター通信」へのご意見ご感想を、伊丹市立少年愛護センター（℡072-780-3540）までお寄せください。 

相談件数 
有害図書回収状

況 

秋の全国交通安全運動（９／２１～３０）  次の 3 点が重点項目です。－内閣府－ 

１． 歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用品や明るい目立つ色の衣服等の着用促進 

２． ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の早めのライト点灯やハイビームの活用促進 

３． 自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底とヘルメットの着用促進 

改正道路交通法が 2024 年 5 月 24 日に公布され、自転車の交通ルールが見直されました。しかしながら、毎月、

少年補導委員から「ながらスマホ」「無灯火」「信号無視」等への声かけの報告があります。自転車運転中の携帯

電話の使用等が禁止､罰則が強化されました。16 歳以上が対象となりますが、違反をすると反則金が課せられるから

とか、罰則が強化されたからではなく、だれもが交通ルールを守って、お互いの命の安全を確保したいものです。 

今年度、市内中学生から 45 作品の応募がありました。みなさん、力作を応募し
てくださり、ありがとうございました。 

その中から 西中学校 3 年 松原 琉空 さんの原画をもとに令和 7 年度の「非行
防止啓発ポスター」が完成しました。 

9 月中旬から、市内量販店・公共施設・地域のコミュニティ掲示板・市内学校園
所等にポスター（B3 版）を配布し、掲示していただく予定です。 

8月補導活動 

宝塚市・伊丹市合同補導（於：イオン伊丹昆陽） 

８月２２日（金）、宝塚市青少年補導委員と伊丹市少年補導委員、宝塚市青少年センターと伊丹市立少年愛
護センター合同で補導活動を行いました。伊丹市からは有岡・花里・鈴原・池尻ブロックの少年補導委員が参
加し、総勢３９名で二組に分かれて巡回しました。時間は１８時から、若者が集まりそうなところを中心に巡
回し、問題行動の未然防止となるよう青少年に声をかけました。特に大きな問題はありませんでした。 


